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センター長挨拶

広帯域波長掃引型パルス量子
カスケードレーザの開発品が
展示会に出展されました。
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　静けさに満ちた白銀の世界が、老若男女を問わず人々に夢を与えてくれる季節となってきましたが、
皆様、いかがお過ごしでしょうか？

　私どもナノテク融合技術支援センターでは世代を越えた様々な方々に科学技術の魅力をお伝えする活動も行っています。たとえば先日、開
催されました顕微鏡体験教室では未就学児童から大人まで80名余りの方々が、日本屈指の顕微鏡メーカーが誇る卓上電子顕微鏡を用いて
身の回りの小さな世界に歓喜の声をあげられてました。小さなペレットの中を忙しく泳ぐミジンコ、咲き乱れる美しい草木が放つ花粉の呈す
る様々なかたちに秘められた知恵、あるいは紙や鉛筆のからくりなど、たった100倍大きくするだけでそこに潜む自然の驚異を体験すること
ができるのです。
　科学教育の歴史をひも解くと19世紀の欧米にまで遡ることができます。当時、工業技術の発展は自然科学的な興味だけではなく人材育
成という観点からもカリキュラムの標準化が必要とされ、各国の教育委員会では様々な試みがなされたのでした。同時に生涯教育やリカレン
ト教育といったいわゆる学校機関を離れたインフォーマルな活動も盛んになってきました。近年ではアメリカ国立科学財団（NSF）が提唱す
るSTEM教育（Science, Technology, Engineering & Mathematics）に刺激を受け、教育機関だけでなく一般企業からも社会に対する
貢献という立場から多様な形での科学を身近なものとする努力がなされています。
　ナノテク融合技術支援センターではこのような企業と協力することで、セミナーから体験教室まで、様々なイベントを企画しています。科学
技術が一部の専門家だけでなく、すべての人々の共有財産であることを感じていただければ、これにまさる喜びはありません。

文部科学省
ナノテクノロジー
プラットフォーム
事業

　最先端の研究設備を有する全国の大学、研究機関が一体と
なって設備の共用体制を構築することにより、ナノテクノロジー
研究の更なる発展に寄与することを目的として平成24年から
スタートした文部科学省のプロジェクトです。
　センター機関の物質･材料研究機構と科学技術振興機構を
核として、全国25機関が「微細構造解析」、「微細加工」、「分子・
物質合成」という三つのプラットフォームを構成することによ
り、先端的、効率的な支援を分野横断体制で行っています。
ナノテクノロジープラットフォームHP
http://nanonet.mext.go.jp/

平成28年度における総支援件数は257件（微細加工分野193件、
分子・物質合成分野18件、微細構造解析分野46件）でした。
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イベント・セミナー報告・予定

　浜松ホトニクス株式会社によって開発が進められてい
る、MEMS回転振動型グレーティングを応用した広帯
域波長掃引型パルス量子カスケードレーザが展示会等
に出展されています。MEMS部分の開発については東
北大学微細加工分野で支援させていただきました。中
赤外光領域において、高速、広帯域の波長掃引が可能
です。例えば中心波長9.0µm、パルス出力200mW以
上のレーザ光を、200cm-1の可変幅で掃引することがで
き、その掃引レートは1.8kHzに達します。高速、高感
度のガス分析等への応用が期待されています。

　7月7日、東北大学大学院理学研究科巨大分子解析研究センターが供してい
る800 MHz NMRシステムについてセミナーを開催しました。今回は2部構成と
し、第1部では本NMRシステムの紹介とその測定原理・応用例について解説し、
さらに、関連するESR分光分析などについても紹介
しました。 また、第２部では本学の事業支援機構総
合技術部分析・評価・観測群による学内NMR担当
者の講演会を行いました。当日は67名の方々にご
参加頂き、盛況のうちに幕を閉じました。ご参加頂
いた皆様、ありがとうございました。

◎6/16   第21回 マイクロシステム融合研究会
　　　　  （東北大学西澤潤一記念研究センター）
◎7/7   超高磁場（800MHz）・高分解能核磁気共鳴（NMR）と
　　　　電子スピン共鳴（ESR）分光分析セミナー
　　　　（東北大学理学研究科合同C棟2階、C201、青葉サイエンスホール）
◎7/31～8/2   MEMS集中講義 in 川崎 （川崎市産業振興会館）
◎10/20   第22回 マイクロシステム融合研究会
　　　　　 （東北大学西澤潤一記念研究センター）
◎11/7   集束イオンビーム加工装置セミナー
　　　　  （東北大学金属材料研究所２号館５階セミナー室）
◎11/11   顕微鏡体験教室（東北大学金属材料研究所）
◎12/20   日立SEM+EDX 基礎セミナーと新型卓上SEM+EDX測定会
　　　　　 （東北大学金属材料研究所）
◎2018.2/23   第23回 マイクロシステム融合研究会
　　　　　　　（東北大学西澤潤一記念研究センター）

平成28年度センター実績
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東北大学ナノテク融合技術支援センターのマスコット
「ナノテくん」です。五角形はセンター・微細加工・分子
合成・構造解析・ユーザーの連携を象徴しています。

利用方法や技術に関するご相談は、
お気軽にどうぞ。

学42%

産（大企業）
33%

産（中小企業）
19%

産学官割合

【微細加工分野】
超高磁場（800MHz）・高分解能核磁気共鳴（NMR）と
電子スピン共鳴（ESR）分光分析セミナーを
開催しました。

【分子・物質合成分野】
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　11月11日、金属材料研究所にて、小学生から一般市民の方々までを対象とし
て光学顕微鏡や電子顕微鏡を用いた体験教室を開催しました。顕微鏡の仕組み
をわかりやすく説明するとともに、顕微鏡メーカー
の協力により、最新の顕微鏡を実際に使って頂きま
した。たくさんの子供たちにも参加頂き、コケや石、
またミジンコなど、普段みることのできないミクロの
世界に驚いていました。科学により興味を持って頂
くきっかけとなりましたら幸いです。

顕微鏡体験教室を開催しました。
【微細構造解析分野】


